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我孫子闇の乱もう一度

手賀沼ではヨットを楽しむアクティブ
シニアが増えている（千葉腺我孫子市）

大
正
時
代
、
湖
畔
の
静
寂
な
景
観
に
魅
了
さ
れ
た
白
樺
派
の
文
人
た
ち
が
移
り
住
み
、
「
北
の
鎌
倉
」
と
呼
ば
れ

た
千
葉
県
我
孫
子
市
。
だ
が
高
度
経
済
成
長
期
に
排
水
に
よ
っ
て
手
賀
沼
（
て
が
ぬ
ま
）
が
汚
染
さ
れ
、
全
国
最
低

の
変
を
記
鱒
美
し
い
湖
畔
の
イ
メ
ー
ジ
は
失
わ
れ
た
。
地
元
は
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
多
く
の
時
間
を
割
い
ち

上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
通
を
追
い
風
に
「
ヨ
ッ
ト
と
文
学
の
町
」
と
し
て
人
を
呼
び
寄
せ
る
潮
流
も
生
ま
れ
た
。

1
0
日
、
梅
雨
の
合
間
の
晴

れ
た
空
の
下
で
3
線
（
そ
つ
）

の
ヨ
ッ
ト
が
優
雅
に
弧
を
掃

い
て
帆
走
す
る
。
柳
宗
悦
や

志
藁
我
、
武
者
小
庵
実
篤

と
い
っ
た
文
人
た
ち
が
舟
を

浮
か
べ
、
将
来
の
夢
に
つ
い

③

て
帯
り
合
っ
た
と
さ
れ
る
手

賀
沼
湖
畔
。
近
年
は
拍
市
な

ど
周
辺
か
ら
ヨ
ッ
ト
姦
し

中
人
が
増
え
て
い
る
。

退
職
後
に
ヨ
ッ
ト

担
い
手
は
義
後
の
余
暇

を
楽
し
み
た
い
シ
ニ
ア
眉
。

7
年
前
か
ら
始
め
た
島
村
英

嶋
（
え
い
ち
ょ
う
）
さ
ん
（
7
2
）

も
そ
の
一
人
だ
。
所
属
す
る

N
P
O
法
人
ア
ル
バ
ト
ロ
ス

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
は
現
在
餌

人
以
上
が
在
拝
し
、
平
均
年

齢
は
髄
歳
。
「
沼
の
周
囲
の

精
や
建
物
に
当
た
っ
た
風
が

窪
な
動
き
を
生
み
出
す
」

（
島
村
さ
ん
）
た
め
、
初
心

者
だ
け
で
な
く
上
組
著
で
も

楽
し
め
る
と
い
う
。

4
～
1
1
月
の
シ
ー
ズ
ン

は
、
週
末
に
体
験
乗
船
会
を

定
期
開
催
す
る
。
8
月
に
催

す
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
で

は
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
を
同
時
に

開
き
大
会
を
盛
り
上
げ
る
予

定
だ
。
ヨ
ッ
ト
は
漁
業
組
合

の
協
力
を
得
て
、
漁
協
の
船

着
き
場
を
使
用
し
て
い
る
。

3
片
に
上
野
東
京
ラ
イ
ン

が
開
通
し
、
常
磐
線
の
一
部

で
我
孫
子
駅
か
ら
葉
脈
ま

で
が
直
通
で
結
ば
れ
た
。
誘

客
を
目
的
に
我
孫
子
市
が
作

っ
た
映
像
C
M
で
は
、
手
賀

沼
湖
畔
を
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー

が
走
る
姿
を
映
し
出
す
。
C

M
は
上
空
か
ら
撮
影
し
、
7

月
上
旬
か
ら
東
京
メ
ト
ロ
全

線
で
流
す
。
撮
影
に
は
N
P

O
法
人
、
手
賀
沼
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
協
力
し
、

ロ
ケ
誘
致
に
注
力
す
る
。

手
賀
沼
は
人
口
急
増
の
影

響
で
大
量
の
生
活
排
水
が
流

れ
込
み
、
汚
染
が
進
行
。
1
9

7
4
年
度
か
ら
ほ
ぼ
四
半
世

紀
、
国
の
測
定
で
全
国
最
低

の
水
質
と
い
う
不
名
誉
な
記

良
を
作
っ
た
。
国
や
自
治
体

が
沼
庇
の
ヘ
ド
ロ
除
去
な
ど

に
取
り
組
み
、
水
中
の
汚
染

物
賞
の
基
準
量
を
3
分
の
1

ま
で
削
減
。
野
生
の
鳥
が
集

ま
る
な
ど
、
澄
ん
だ
湖
畔
の

姿
を
取
り
戻
し
っ
つ
あ
る
。

今
昔
の
文
人
集
う

東
日
本
大
震
雀
後
に
年

間
2
5
万
人
と
半
分
以
下
に
減

っ
義
子
市
の
観
光
客
数

は
、
4
1
万
人
ま
で
回
復
し
た
。

「
都
心
か
ら
近
い
天
然
瑚
喝

東
京
ラ
イ
ン
の
開
通
を
機
に

手
賀
沼
を
浄
化
シ
ニ
ア
憩
う

貴
職
を
生
か
し
た
ロ
ケ

株
数
に
も
力
を
入
れ
る

湖
畔
の
ま
ち
と
し
て
印
象
づ

け
た
い
」
　
（
市
あ
び
こ
の
魔

力発信童）。．

創
作
の
場
と
し
て
文
人
を

ひ
き
付
け
る
寧
義
る
。
ま

ど
・
み
ち
お
以
来
、
日
本
人

2
人
目
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ

ン
賞
・
作
家
賞
を
受
賞
し
た

上
構
菜
種
子
さ
ん
も
我
孫
子

を
拠
点
に
清
『
1
6
年
の
「
本

皐
大
賞
」
と
な
っ
た
長
胴
小

説
「
鹿
の
王
」
で
は
あ
と
が

尊
に
「
我
孫
子
に
て
」
の
一

文
を
添
え
、
市
長
と
の
対
談

で
も
魅
力
を
請
っ
た
。

別
荘
跡
地
が
立
ち
並
ぶ
逸

れ
に
あ
る
杉
村
麹
人
冠
（
そ

じ
ん
か
ん
）
蓋
。
杉
村

は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
市
の
佳
良
と
の
交
流
な

ど
を
肇
「
湖
畔
吟
」
に
つ

づ
っ
た
。
人
気
グ
ル
ー
プ

「
嵐
」
の
相
集
雅
紀
さ
ん
が

出
寮
し
た
映
画
の
撮
影
に
使

わ
れ
た
こ
と
で
女
性
客
の
来

訪
が
増
え
「
に
ぎ
わ
い
が
生

ま
れ
た
」
　
（
高
木
大
祐
学
芸

員
）
と
い
う
。
文
豪
た
ち
が

愛
し
蛋
所
は
姿
を
変
え
、

新
し
い
来
訪
者
を
迎
え
入
れ

て
い
る
。
　
（
佐
藤
初
婚
）
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